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針
塚
長
太
郎
先
生
は
、
明
治
三
十
九
年
二
月
実
業
教
育
研
究
調
査
の
た
め
、
ニ
カ
年
間
米
独
に
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
帰
国
後
直
ち
に

上
田
蚕
糸
専
門
学
校
創
立
委
員
長
と
な
り
、
最
新
の
知
識
抱
負
を
傾
け
て
使
命
に
蓮
進
し
、
四
十
三
年
八
月
三
十
八
才
の
若
さ
で
、
同
校
の

初
代
校
長
に
任
命
さ
れ
た
。
当
時
わ
が
蚕
糸
業
は
輸
出
の
大
宗
と
し
て
、
国
際
的
に
も
そ
の
重
要
性
が
い
よ
い
よ
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、

こ
れ
が
一
段
の
向
上
発
展
を
期
す
る
必
要
上
、
当
校
の
創
立
を
見
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
若
い
針
塚
校
長
に
対
す
る
国
家
．
業
界
の
期
待
は
、

特
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
も
こ
の
期
待
に
応
え
、
先
ず
以
て
教
職
員
と
研
究
陣
容
の
整
備
に
努
め
、
こ
れ
に
伴
う
設
備
．
施
設
の

充
実
を
期
し
て
、
早
く
創
学
の
苦
難
を
克
服
し
、
業
界
・
学
界
に
優
秀
・
有
為
の
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
か
く
て
昭
和
十
三
年

三
月
の
退
官
ま
で
、
実
に
二
十
八
年
間
に
亘
っ
て
二
事
貫
行
」
、
斯
界
の
た
め
に
、
　
「
挺
身
従
事
し
し
た
の
で
あ
る
。

　
先
生
逝
い
て
十
三
年
、
そ
の
間
わ
が
国
情
や
国
際
環
境
は
、
激
動
を
続
け
な
が
ら
も
、
漸
く
安
定
度
を
加
え
、
特
に
わ
が
国
の
経
済
．

政
治
・
文
化
は
、
世
界
の
奇
蹟
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
大
幅
な
発
展
成
長
を
実
現
し
た
。
こ
れ
は
わ
が
民
族
独
特
の
努
力
精
進
に
依
る
も
の

と
、
一
般
外
国
側
で
は
見
て
い
る
。
こ
れ
は
先
生
が
一
生
を
か
け
て
、
率
先
唱
道
し
、
実
践
さ
れ
た
人
間
道
た
る
「
流
汗
鍛
錬
」
．
「
実
践

躬
行
」
・
「
協
力
遇
進
し
・
「
靖
力
致
身
」
な
ど
の
東
洋
的
聖
訓
が
、
無
意
識
裡
に
、
わ
が
民
族
の
血
肉
と
な
っ
て
い
る
結
果
と
見
て
も
い

い
と
思
う
。
先
生
は
か
つ
て
戦
後
の
世
情
を
嘆
か
れ
て
「
新
玉
の
年
は
迎
へ
ど
大
君
の
静
け
き
春
は
い
つ
に
待
た
な
ん
」
と
詠
ま
れ
た
が
、

日
本
の
現
状
は
、
大
勢
と
し
て
先
生
が
「
い
つ
に
待
た
な
ん
し
と
言
わ
れ
た
「
春
し
が
、
到
来
し
つ
つ
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
に
当
り
、
上
田
蚕
糸
（
繊
維
）
専
門
学
校
「
現
信
州
大
学
繊
維
学
部
」
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
る
社
団
法
人
午
曲
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
　
「
針
塚
長
太
郎
先
生
ー
そ
の
伝
記
と
追
想
記
ー
」
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
一
生
涯
先
生
の
格
別
な
配
慮

指
導
を
辱
う
し
、
常
住
坐
臥
、
そ
の
徳
を
慕
い
、
一
生
の
師
表
と
仰
ぐ
私
ど
も
に
取
っ
て
は
、
真
に
嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
謹
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



「
刊
行
会
」
に
対
し
、
満
腔
の
感
謝
を
捧
げ
る
と
共
に
、

世
に
知
ら
れ
ん
こ
と
を
、
切
望
し
て
止
ま
な
い
。

　
　
　
　
昭
和
三
十
七
年
二
月
一
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こ
れ
に
三
て
泉
精
神
の
霰
と
喜
弓
ス
き
針
塚
先
生
の
人
間
禦
・
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